









out	social	 innovation	 to	mix	various	 institutions	rooted	market	 logic,	public	 logic,	
reciprocity	logic,	legitimacy.	
　Under	 the	 new	 theoretical	 perspective	 and	 analysis	 framework,	 this	 paper	
implemented	fieldwork	for	New	Standard	Chocolate,	NPO	that	supports	employment	





















































































































































































































































































































































障がい者が何か目的をもって作るのではなく、出来上がりに商品名を決め、月に 1 〜 2 回
開催されるバザーに出店する。いくつかのバザーを中間支援団体に紹介してもらい、バザー





































































































































































































































































































るものよりは安い。通常、商店街で買い物をする人が買うケーキなどは 400 〜 500 円で
ある。それらの人がちょっとプレゼント品を買いたいと思ってもデパートまでは足を運ば



















































































































































19	 メインの商品である「京テリーヌ」は 6 枚入りで 960 円である。
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